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栃木県公立小中学校事務職員研究協議会 

編集発行人 安田 晃一 

＜主な内容＞ 

□ 会長あいさつ 

□ 専門部（研修部）紹介 

 □ 受賞者あいさつ・お知らせ 

 栃事研ＨＰ http://tochijiken.sakura.ne.jp/nc3 

 

 

かつて経験したことのない年の初めとなりました。会員の皆様におかれましては、どのような

新年を迎えられたでしょうか。日頃より、栃事研活動に対しまして、ご理解・ご支援をいただき

深く感謝申し上げます。 
さて、本県でも２回目の緊急事態宣言が発出され、１か月で解除されましたが、まだ安心でき

る状況ではありません。前回の緊急事態宣言では、臨時休校の措置がとられましたが、今回、休

校要請は出されず、各学校においては「新しい生活様式」を踏まえた行動規準により、感染防止

対策をしながら、教育活動に取り組まれているところかと思います。 
今年度の栃事研活動を振り返りますと、年度当初から活動が大きく制限され、事業のメインで

あった関ブロ栃木大会が中止となり、その他の活動も延期や中止を余儀なくされました。それで

も、目標に少しでも近付けるよう、専門部ごとにできる限りの活動を進めてきました。研修の体

系化見直しや各種調査活動、そして研究部においては、令和３年度（令和４年１月）の全事研並

びに関ブロ埼玉大会分科会での提案発表に向け、研究を進めています。引き続きご支援・ご協力

をお願いいたします。 
結びに、このコロナ禍の中で、事務職員の皆様には、緊急事態に対して、子どもや保護者、教

育委員会や関係機関との連携などを情報化し、新たな事態に備えるなど、学びの充実に欠かせな

い重要な情報マネジメントや財務マネジメントの役割を果たすことにより、困難な状況を乗り

越えてきたのではないかと思います。今後もチーム学校の一員として、この困難な状況に経験と

知識、行動力をもって対応してくださることを期待するとともに、一日も早く安心して過ごせる

日常が来ることを切に願うばかりです。 
 

 

 

今年度、研修部は新型コロナウイルス感染症の影響で例年どおりの事業ができませんでした

が、主に二つの活動を行いました。一つ目は、ステージⅠ（基本的力量形成期）研修を紙面研修

として資料等を作成・配付しました。紙面研修は初の試みだったため、一から研修資料やワーク

シートの作成を行いました。また、受講者が１人で悩まず、自己の課題を乗り越えられるように

各支部へアドバイスを依頼しました。栃事研のホームページに資料が掲載されていますので、ぜ

ひご覧ください。 

二つ目は、「研修の体系化」の見直しです。「第２期とちぎ学校事務ビジョン」の策定に伴い、

新たな「とちぎの目指す事務職員像」の実現に向けた研修主体と内容を見直しています。現在ス

テージⅠ研修を毎年、ステージⅡ～Ⅳ研修をローテーションで行っていますが、ステージ内での

採用年数の幅が広く経験の差が生じることや、近年の採用人数増により対象者が多く運営が難

しいことなど、企画運営上の課題について細かく検討を行いました。今後も、研修部の和気あい

あいとした雰囲気を生かして、「受講して良かった」と思えるような研修づくりに取り組んでい

きたいと思います。 

 

       



 

 

文部科学大臣優秀教職員表彰  

那須烏山市立烏山中学校 事務長  大森 健史  

このたび、身に余る賞をいただき、大変恐縮しております。これまで私

を支えてくださった多くの皆様に、感謝申し上げます。これからも人との

絆を大切にし、子どもたちを最高の笑顔にするため、自分のできることに

チャレンジしていきたいと思っております。今後とも、よろしくお願いい

たします。 
 

とちぎ教育賞  鹿沼市立東中学校 事務長  安田 晃一 

 

このたびの受賞に際しまして、栃事研会員の皆様をはじめ、関わってくださった全ての方々に

感謝申し上げます。この受賞を「信頼」と「責任」と受け止め、人として、学校事務職員として、

子どもたちと共に成長できるよう精進して参りたいと思います。今後ともどうぞよろしくお願

いします。ありがとうございました。 
 

とちぎ教育賞  野木町立南赤塚小学校 事務長  鈴木 智美 

 

このたびは身に余る賞をいただき、驚きとともに大変恐縮しております。

いつも周りの方々に助けていただきながら日々努めておりますので、私個

人というよりは、代表していただいた賞と思っております。これまでご指

導ご支援くださいました皆様へ感謝の気持ちでいっぱいです。 

 

とちぎ教育賞  那須塩原市立西那須野中学校 事務長  石田 啓子 

 

このたび、私には身に余る賞をいただき、大変恐縮いたしておりま

す。事務職員として、四十数年間学校に勤務してこられたのは、栃事

研の皆様をはじめ、私の周りの方々のおかげと深く感謝しております。

未来ある児童生徒の教育に関われる喜びと、感謝を忘れず勤務してい

きたいと思います。 

 

とちぎ教育賞  足利市立第二中学校 事務長  大川 恵里子 

 

このたびの受賞は、指導してくださった諸先輩方と同じ目標に向かう足

事研の仲間のおかげと感謝申し上げます。変化の時代に身を引き締め、未

来へ向けて子どもたちのために何ができるのか、学校、足事研の一員とし

て共に取り組んでいきたいと思います。 
 

 
 

 
令和３年度栃事研研修会並びに総会  

       令和３年５月２７日（木）  会場 宇都宮市文化会館    


